




羊水診断法がわが国に導入されて以来,約 10 年が経過したが,ここ数年,遺伝病の出生前診

断は適応がある妊婦に対する有効な手段として認識きれ各機関において実用化の段階に入

ってきている。これは産科領域における胎児管理法の進歩,特に羊水組成の分析によって,

胎児成熟度を把握する,所謂羊水分析法の発展とも密接に関連するが,羊水診断であれ,羊

水分析であれ,いづれの場合にも安全な羊水穿刺法の確立,診断精度の向上,および新しい

診断法の開発は不可欠となっている。特に,羊水診断に際して妊娠中期の穿刺が妊娠および

胎児,あるいは新生児におよぼす影響を検討することは重要な課題である。 

この様な観点から,これまで「出生前診断児の長期追跡調査」(S.52,53,54)を行ってきたが,

今年度より表題に従ってより詳細な検討を行うとともに,診断精度の向上,新しい診断手技

の可能性についても検討を加えてみた。 


